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「従業員が望むウェルビーイング」に関する意識調査 
「健康経営」実践企業の従業員は夢や目標に前向き 

7割が仕事の「やりがい」を感じていると回答 

アクサ生命保険株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長 兼 CEO：安渕 聖司）は、経営者 200 人と働く人 15,000
人を対象に、働き方とウェルビーイングに関する調査を実施し、集計した結果をまとめました。

【調査結果（抜粋）】
●働き方とウェルビーイングについての調査
 働く上で重視していることは、「給与」、「休暇の取りやすさ」に次ぎ 3 分の 1 が「やりがい」を重視
 働く人の半数以上が、仕事に対して「ストレス」を感じていると回答
 中小企業は大企業に比べてメンタルヘルス対策の体制が整っていない

●中小企業の健康経営とウェルビーイングについての調査
 「健康経営」を導入・実践する中小企業の従業員の約 7 割が仕事にやりがいを感じている
 「健康経営」を導入・実践または認知している中小企業では、将来の夢や目標を持つ従業員が過半数を占める
 従業員の約 4 割が、健康経営を導入・実践している企業に「魅力を感じている」と回答

日本では少子高齢化と生産年齢人口の減少が進み、企業は働き手の確保に迫られています。そのような経営環境におか
れた企業においては、優秀な人材を確保するために、人的資本への投資の充実が急務となっています。その中でクローズ
アップされているのが、健康を経営的視点から捉え、戦略的に実践する「健康経営※」。日本の経済を支えている中小企業
が健康経営の導入・実践に取り組み、従業員のやりがいや活力、ワーク・エンゲイジメントを高めて、組織の生産性を向上
させることは、企業の持続可能な成長や発展にも繋がり、地域社会の活力を高めることにもつながります。

このような背景からアクサ生命は、2014 年から健康経営の普及啓発活動に取り組み、健康経営を導入・実践する企業をサ
ポートしています。健康経営優良法人認定制度の取得を目指す企業に対しては、独自のサポートプログラムを提供して、健
康経営の成熟度を高める企業の取り組みをバックアップしています。2023 年度、健康経営に取り組む企業約 59,000 社
（2022 年実績）をサポートしています。 

今回の調査結果は、経営者 200 人 全国の働く人 15,000 人に聞いた「中小企業と健康経営の実態」 として、健康
経営アクサ式のサイトからご覧いただけます（https://www.axa.co.jp/company/hpm/）。 

※健康経営®は、NPO 法人健康経営研究会の登録商標です。

■調査概要
調査タイトル ：国民の意識調査
調査対象 ：働く人（年齢 20〜65 歳）
都道府県×性別×年代／令和２年国勢調査就業状
態等基本集計を参照し職業年齢人口（別に割り付
け）／正社員／大企業、中小企業を含める（割り
付けなし）
調査期間 ：2023 年 10 月 
調査方法 ：インターネット調査 
調査地域 ：全国 
有効回答数 ： 15,202 人 

調査協力会社 ：株式会社クロス・マーケティング

調査タイトル ：健康経営や従業員の
ウェルビーイングに関する意識調査
調査対象 ：中小企業の経営者
および健康経営や従業員のウェルビー
イングに関心のある部門（総務・人
事）責任者（中小企業 150 人、大企業
50 人で割り付け）
調査期間 ：2023 年 10 月 
調査方法 ：インターネット調査 
調査地域 ：全国 
有効回答数 ：200 人 

https://www.axa.co.jp/company/hpm/


 

●働き方とウェルビーイングについての調査 
働く上で重視していることは、「給与」、「休暇の取りやすさ」に次ぎ 3 分の 1 が「やりがい」を重視 
全国の働く人 15,202 人を対象に、働く上で重視していることを聞いたところ、「給与（70.9%）」が 1 位、次いで
2 位は「休暇が取得しやすい（36.2%）」、3 位は僅差で「仕事へのやりがい（35.5%）」となりました。待遇面を
重視しながらも、働く人の 3 分の 1 が仕事にやりがいを求めていることがわかりました。 
 

Q.  会社で働く上で重視していることはどのようなことですか？（複数回答、n=15,202） 

 
続いて仕事に対してやりがいを感じるときを具体的に聞く（n=5,397）と、「自分の仕事がうまくいったとき
（62.2%）」、「自分が興味のある・得意な仕事をしているとき（41.2%）」、「上司から評価されたとき
（31.2％）」といったポイントが挙げられました。 
 

Q. 会社での仕事に対して「やりがい」を感じるのはどのようなときですか？（複数回答、n=5,397） 
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給与
休暇が取得しやすい
仕事へのやりがい

勤務地
福利厚生・手当の充実度

残業時間が適正
職場のチームワーク・雰囲気

人とのつながり・信頼
企業の安定性や成長性

自身のスキルアップ・キャリア形成ができる
評価制度

職場の環境（建物、オフィス）
フレックスなど勤務時間の柔軟性

リモートワークが可能
役職、地位

産休・育休取得率や、取得後の職場復帰率
企業の扱う製品やサービス

企業の規模・ネームバリュー
その他

あてはまるものはない

会社で働く上で重視していること(複数回答、n=15,202)
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仕事に対して「やりがい」を感じるとき(複数回答、n=5,397)



 

働く人の半数以上が、仕事に対して「ストレス」を感じていると回答 
働く人の「ストレス」の程度について聞くと、半数以上が、仕事に対して「ストレスを感じている（25.2％）」
「ややストレスを感じている（31.6％）」と回答しました。仕事に対してストレスを感じるときを具体的に聞くと
（n=8,630）、「自分の仕事がうまくいかなかったとき（34.7%）」、「給与があがらないこと（34.2%）」、「自
分が興味のない・不得意な仕事をしているとき（30.4％）」といったポイントが上位として挙げられました。 
この結果から、経営者は従業員の「やりがい」を充実させることと同様に、従業員のストレスやお金の健康に向き
合っていくことも重要であると考えられます。 
 

Q.  会社での仕事に対して、どの程度「ストレス」を感じていますか？（単一回答、n=15202） 

 
中小企業は大企業に比べてメンタルヘルス対策の体制が整っていない 
働く上で 3 分の 1 の人が重視している「やりがい」ですが、心の健康なくしては成り立ちません。ストレスなどメンタルヘルス
面のケアが重要となってきます。全国の経営者 200 人を対象に、従業員のメンタルヘルス面のケアで行っているものを中小
企業・大企業別に調査した結果、大企業ではメンタルヘルスのケアが比較的進んでいる一方、（84.0%がストレスチェックアン
ケートを実施、60.0%がメンタルヘルスに関する相談窓口を設置していると回答）、ストレスチェックが努力義務の事業所が多
い中小企業では、65.3％が「実施しているものはない」と回答。そのため、中小企業の回答は、全体的に 10％以下という結
果となりました。中小企業もメンタルヘルス面のケアをより充実させていくことが必要であることがわかります。 
 

Q. 従業員のメンタルヘルス面のケアで行っているもの（中小企業 n=150/大企業 n=50）  
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仕事に対して感じているストレスの程度（単一回答、n=15,202）

ストレスを感じている ややストレスを感じている
どちらともいえない あまりストレスを感じていない
ストレスを感じていない



 

●中小企業の健康経営とウェルビーイングについての調査 

「健康経営」を実施している中小企業の従業員の約 7 割が仕事のやりがいを感じている 

仕事に対して「やりがいを感じている」と回答した人の割合を、企業規模と健康経営の認知や実施状況に応じてま

とめたところ、健康経営を実施している企業で「やりがいを感じている」と回答した割合は約 7 割にのぼりまし

た。前述で触れた、働く上で重要視していることの回答として主要な位置に「やりがい」（35.5%）が入る中で、

健康経営を実施している中小企業はやりがいを感じやすいことが明らかになりました。 
 

Q. 会社での仕事に対して、どの程度「やりがい」を感じていますか？（単一回答、n=15,202） 

 
将来の夢や目標があり、前向きな人生観を持つことは、仕事を前向きに捉え、仕事にやりがいを感じることにもつながりま
す。将来の夢や目標について「やりたいことがある」と回答した人の割合を企業規模と健康経営の認知や実施状況に基づ
いてまとめたところ、「健康経営」を実施または認知している中小企業では、「具体的にやりたいことがある」（27.8％）、
「まだ漠然としているがやりたいことがある」（40.6％）と答えた従業員が過半数を超えました。 
 
「健康経営」の一環として、従業員が将来の夢や目標を見つめ直し、仕事もプライベートも満足度が高い「ウェルビーイング」
の実現に自信を持てる機会をつくることも重要です。 
 

Q. 将来の夢や目標について、やりたいことはありますか？（単一回答、n=15,202） 
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従業員の約 4 割が、健康経営を実施している企業を「魅力を感じている」と回答 
最後に健康経営を実施している企業に対して魅力を感じるか聞くと、39.9％が「魅力を感じる」「やや魅力を感じる」と回答し
ました。 
「健康経営」に期待する効果としては、健康状態の改善（39.1％）、モチベーションやワーク・エンゲイジメントの向上
（32.4％）、組織の活性化（32.4％）、生産性の向上（31.6％）などの項目が挙げられています。 
 

Q. 「健康経営」を実施している企業について、どの程度魅力を感じますか？（単一回答、n=15,202） 

 
Q. 「健康経営」にどのような効果が期待できると思いますか？（複数回答、n=2,094） 
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健康経営実施企業に対して感じる魅力の程度（単一回答、n=15,202）
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リクスマネジメントの強化

過重労働の抑制・防止

／ワークライフバランスの推進

顧客満足度の向上

従業員間のコミュニケーションの改善・促進

離職の防止

その他

健康経営に期待できると思う効果（複数回答、n=15,202）



 

日本では、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少や新型コロナウイルス感染症の 5 類移行後から再開した経済活動によ
り、企業にとっては生産性の向上が急務となっている一方で、人的資本に経営資源を投資すべしという機運の高まりに伴っ
て、従業員が主体的に自分らしくワーク・エンゲイジメントを高めながら働き、ウェルビーイングや仕事に対するやりがいを
実感できる職場環境づくりに対する社会的要請も高まっています。このような社会の要請に応えるために、今後企業には健
康経営の導入・実践がますます求められるようになっています。 
 
アクサ生命は、人的資本に投資を行う企業経営者の皆さまをサポートするアクサならではのプログラムを、全国で 5,000 人
を超える健康経営アドバイザーを通じてご提供することによって、従業員の皆さまの身体的、精神的な健康に加え、人生の
夢や目的、生きがい、つながりなどの「社会的な健康」を含めたウェルビーイングの向上を目指してまいります。今後も、ア
クサのパーパス「すべての人々のより良い未来のために。私たちはみなさんの大切なものを守ります。」を体現すべく企業
の福利向上と持続的な発展、成長活力ある地域社会の未来づくりに取り組んでまいります。 
 
 
■『健康経営アクサ式』とは  
働く人々の健康問題や担い手不足に対応することは、中小企業の事業継続性を高めるだけでなく、日本経済の持続的発
展にも寄与するものです。しかし、この課題の解決は容易なことではなく、今日ではコロナ禍による社会全体の活力低下や
従業員の孤立化という新たな社会的課題も生じています。このような重層化した課題への解決策として、アクサ生命は、
「同じ会社に集う従業員と経営者が身体的、精神的（心）、社会的なアプローチから健康づくりに取り組み、活き活きと働くこ
とができる職場環境をつくることによって、社会や企業を主体となってリードする担い手である人々のワーク・エンゲイジメン
トを高め、企業も永続的な成長に向かう」という信念のもと、健康管理や健康増進にとどまらない健康経営のあり方、『健康
経営アクサ式』を提案しています。 
 
 
 
 
    

アクサ生命について 
アクサ生命はアクサのメンバーカンパニーとして 1994 年に設立されました。アクサが世界で培って
きた知識と経験を活かし、289万人のお客さまから 526万件のご契約をお引き受けしています。1934
年の日本団体生命創業以来築いてきた全国 511の商工会議所、民間企業、官公庁とのパートナーシッ
プを通じて、死亡保障や医療・がん保障、年金、資産形成などの幅広い商品、企業福利の増進やライ
フマネジメント🄬🄬（人生を経営する）*に関するアドバイスをお届けしています。2022 年度には、
2,635億円の保険金や年金、給付金等をお支払いしています。 
*ライフマネジメント®はアクサ生命保険株式会社の登録商標です。 

 
アクサグループについて 
アクサは世界 51の国と地域で 145,000人の従業員を擁し、9,300万人のお客さまにサービスを提供す
る、保険および資産運用分野の世界的なリーディングカンパニーです。国際会計基準に基づく 2022
年の売上は 1,023億ユーロ、アンダーライング･アーニングスは 73億ユーロ、2022年 12月 31日時
点における運用資産総額は 9,324 億ユーロにのぼります。アクサはユーロネクスト・パリのコンパー
トメント Aに上場しており、アクサの米国預託株式はOTC QXプラットフォームで取引され、ダウ・
ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（DJSI）や FTSE4GOODなどの国際的な主要 SRI イ
ンデックスの構成銘柄として採用されています。また、国連環境計画・金融イニシアチブ（UNEP 
FI）による「持続可能な保険原則」および「責任投資原則」に署名しています。 
*アクサグループの数値は 2022年 1月～12月の業績です。 

  
本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします： 

アクサ生命保険株式会社 広報部 

電話：03-6737-7140 

FAX：03-6737-5964 
https://www.axa.co.jp 
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